
最
後
に
面
白
い
の
は
ヂ
ク
ク
ス
の
考
へ
で
彼
れ
は
地
殻
を
其
の
中
に
含
ま
る
¥
主
成
分
に
依
っ
て
三
部
分
に
分
っ
て
居

る
。
第
一
は
岩
石
層
或
は
ザ

1
Y

(ω
乙
主
成
分
が
ジ
η
ノコ

γ
及
ア
Y

ジ
ニ
ク
ム
な
る
所
か
ら
斯
〈
は
名
付
け
た
も
の
で

あ
る
)
と
務
す
る
も
の
、
第
二
は
マ
グ
マ
の
唐
或
は
ジ
マ
(
∞
吉
ω
主
成
分
シ

y
コ

γ
、
マ
グ
ネ
ジ
ウ
ノ
ム
)
と
移
す
る
も
の
で

必
核
に
近

3
所
を
ニ
ブ
エ

(
Z
F
主
成
分
銭
、
ニ
ヅ
ケ
Y

)

1

と
務
し
た
の
で
あ
る
。
此
の
考
へ
は
比
の
原
文
中
に
は
一
記
載
3

れ
℃
目
的
な
い
.
か
ク
エ
グ
ナ
!
(
名
高
3
2
)
の
大
陸
移
動
設
の
根
本
と
な
る
も
の
て
あ
る
。

之
れ
お
は
千
九
百
年
以
前
の

議
研
究
を
歴
史
的
に
記
述
し
た
に
過
ぎ
な
い
の
で
次
に
は
地
震
波
動
の
研
究
か
ら
地
球
内
部
の
構
造
を
論
じ
様
と
思
ふ
。
、

(
一
未
完
)

豪量

季最

。
軽
石
漂
着
の
件

今
年
七
月
迄
に
紀
伊
、
四
閥
、
九
州
中
1

川
一
十
回
に
軽
石
川
一
同
着
せ
し
も
の
多
く
各
地
方
測
候
所
よ

b
報
告
あ

-
9
た
れ
ば
共
の
報
告
の
俵
を
訟
に
録
す
。

て
三
震
牒
津
測
候
所
報
告

市
壮
一
来
本
勝
鳥
羽
判
近
海
に
軽
石
鰐
多
漂
務
し
来

b
b骨
て
見
ゴ
る
の
現
象
な
'p
。
右
軽
石
を

志
摩
郡
演
島
水
産
試
験
場
よ

b
本
所
へ
送
付
し
来
れ
，
夕
、
叉
漂
着

ω報
告
あ

b
し
は
左
の
町
村
な

b

鳥
羽
m
警
察
署
報
告
一
六
月
九
日
頃
閥
府
、
安
束
、
鏡
消
1

長
問
、
脊
島
、
答
志
の
各
村
及
演
島
町
に
液
流
し
?

二
一
五



の
も
の
最
し
多
し
。

関
府
附
近
に
漂
着
の
も
の
は
臓
の
附
着
せ
る
も
の
あ

b
!
大

3
は
径
四
・
五
寸
位
に
て
一
寸
乃
至
一
寸
五
分
位

二
一
六

膝
立
水
産
試
験
所
八
志
摩
図
演
島
町
)

志
摩
閥
沿
岸
一
帯
に
多
数
の
軽
石
漂
流
し
来
る

阿
骨
漁
業
組
合
(
伊
勢
閥
度
合
都
中
島
村
字
阿
曾
)

七
月
十
四
日
よ

b
営
地
海
岸
に
多
数
の
軽
石
漂
着
す
。

‘A
F
 

度
合
都
中
島
村
阿
曾
浦
漁
業
組
合

六
月
中
旬
よ

b
営
地
海
岸
に
騒
石
多
数
漂
着
す

「
海
苔
」
の
附
着
せ
る
も
の
あ

b
o 七
月
初
句
径
約
三
四
寸
位
の
大

3
3
の
も
の
新
し

3
も
の
あ

b
中
に
は
「
セ
イ
」

南
牟
委
都
荒
坂
村
役
場
報
告

志
摩
郡
波
切
村
波
切
雄
一
一
一
日
一
察
分
署

六
月
中
旬
よ

b
部
内
御
座
村
、
越
賀
村
、
和
良
村
‘
布
施
田
村
、
片
岡
村
等

の
大
卒
洋
面
の
海
岸
た
径
一
寸
乃
至
五
六
寸
の
軽
石
多
数
漂
着
せ

b
。

和
歌
山
潤
候
所
報
告

君B

月

初

F可

ず
一
初
メ
テ
漂
着
一
多
数
漂
着
ジ
一
大
ナ

U
Y

毛

本
一
シ
タ

Y
月
日
一
ク

Y

月

日

一

ノ

大

キ

村

一

不

明

一

七

勾

一

直

径

海

ノ
一
サ一
、
一

寸
位
一

朕

沼

百日

事



日

高

一

白

崎

村

i司

同

比
井
崎
村

四

月

頃

六
月
二
十
一
日
頃

不

旭

西

牟

委

串習印

本合南

町村町

三六不
月十月

頃日 明

ノ、ノ、

月
旭中月
下旬
勾ョ四
マ 9
ア

同同
東

牟

委

一

古

庄

町

四
月
中
旬
一
五

同

太
地
町
一
六
月
十
日

!司

新

古

町

一

不

宇
久
井
町
一
六
月

一
十
七
臼

同徳
島
測
候
所
報
告

明

至白六 不

月

十

日

手歪

六
寸
位 寸

焼
妖
ノ
如
キ
モ
ノ
ア
リ
青
広
口
ヲ
附

着
ス
其
ノ
質
綴
密
ナ
リ
ノ

J.... 
/、

月

十

直
径
一
寸
五
分
位

直

径

尺

位

沖
合
一
一
ア
漁
業
者
ノ
接
見

極
メ
ア
軽
ク
只
ノ
附
着
セ
ヅ
毛
ノ

ア
リ
南
風
ノ
ト
キ
漂
着
多
ジ

大
ナ

Y
毛
ノ
烏
帽
子
只
ヲ
附
着
シ

タ

Y

毛
ノ
ア
ソ
其
ノ
質
密
ナ
リ
ノ

貝
殻
虫
ヲ
寄
生
λ

沖
合
-
一
-
プ
後
見

高がH来名 品a刀一田主

及 郡 着
小?申

?高升l村掛!
セ

ノレ

海岸 Y中 場
一 浦洲

所
帯

午五

後一 廿月 向上

時六 時日
頃日

. 多数径一 軽石
一 ノヂ

寸 大
ノ サ

モ
及量

ノ

・立藻E1 E-寄生軽石

類寄 セ=
yν動
生 模京弱音
λ 

様ノ

参

一. 考

事
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同六月
月月
世‘十中

一九
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直

f歪

五

日

直

径

八

寸

位

日

鶏
卵

大

直

二
一
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セ
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一
、
長
崎
測
候
所
附
属
富
江
観
測
所
報
告

五
月
廿
八
日
海
洋
観
測
施
行
中
富
江
湾
内
に
準
大
の
も
の
勃
々
交

b
藻
と
共
に
漂
流
し
℃
一
圏
を
な
し
其
の
中
に
小
蟹

の
寄
生
せ
る
も
の
あ
b

一
、
愛
知
測
候
所
報
告

七
月
二
十
八
日
午
後
四
時
前
後
三
重
勝
桑
名
郡
富
田
湾
海
岸
に
無
数
の
軽
石
漂
流
(
貝
及
海
殻

藻
附
着
す
)
せ
し
と
の
遁
知
あ
b
、
大
崎
、
回
大
な
る
も
の
は
直
経
六
寸
陸
上

x
b
二
三
尺
位
の
と
こ
ん
ま
で
漂
流
す
。
(
七

月
二
十
九
日
報
台
)

て
爆
岳
噴
煙
の
観
測

長
野
綴
諏
訪
中
皐
校
教
諭
三
津
勝
衛
氏
は
十
月
四
日
入
ケ
岳
地
質
調
査
の
矯
め
同
郡
湖
東
村
に
出
張
中
焼
岳
の
噴
煙
を
観

測
せ
ら
れ
左
の
如

S
観
測
概
泌
を
報
ぜ
ら
れ
た
り
。

観
測
の
場
所
は
諏
訪
郡
湖
東
村
淀
川
字
大
瀧
に
し
℃
海
抜
約
千
四
百
八
十
米
突
の
地
結
な
り
。
同
日
午
後
三
時
竿
頃
噴
煙

の
高
(
騰
b
居
る
を
認
む
其
頂
上
は
水
卒
に
し
て
少
し
く
穂
高
岳
の
方
向
に
傾
注
、
頂
上
の
高
度
は
ク
リ
f
メ

1
ト

Y
の

測
定
に
よ
れ
ば
海
抜
約
一
高
二
千
米
突
に
達
し
た
夕
、
噴
煙
の
模
様
よ
b
想
像
す
れ
ば
噴
火
は
早
く
も
同
三
時
頃
な
b
し

と
忠
は
る
、
午
後
四
時
半
に
は
噴
煙
は
悉
く
崩
れ
て
穂
高
岳
の
方
面
へ
舌
放
を
な
し
℃
廃
け

b
。

叉
同
数
一
識
は
同
月
十
二
日
午
後
三
時
一
分
諏
訪
中
皐
校
庭
に
て
握
拳
肢
の
噴
煙
の
噴
騰
す
る
を
認
め
ρ

ン
ド
、

ν
。へ
M
F

に

て
高
度
を
測
量
す
る
に
約
五
度
ゐ

b
た
れ
ば
噴
煙
頂
上
は
概
約
海
抜
五
千
米
突
な

b
、
其
後
十
分
間
の
後
東
方
へ
四

O
度

ご
一
九



Q 

の
角
度
を
芯
し
て
廃
け
り
。

て
海
、
震

9
・
を
感
ず

十
月
廿
九
日
バ
ン
グ

1
バ
1
x
b横
演
に
到
着
し
た
る
加
奈
陀
太
平
洋
汽
般
舎
一
枇
汽
勝
一
つ
エ
ム
プ
レ
ス
、
オ
プ
、
ロ
ジ
ア

競
」
船
長

主
!
、
ゼ
!
、
ホ
ス
キ

y
氏
の
報
告
に
依
れ
ば
)
同
舶
は
十
月
サ
一
世
一
日
船
時
午
前
十
十
一
時
廿
五
分
、
北
緯

五
十
民
一
品
川
五
分
東
径
一
百
七
十
六
度
四
十
五
分
の
地
結
に
於
宅
、
額
著
忍
る
衝
動
を
戚
じ
た
K
M
主
一
五
ふ
。
営
日
は
北
東
り

微
風
吹
き
、
波
静
か
忍
れ
ど
曇
ぢ
勝
な
。
。
乏
の
衝
動
以
飢
加

d

の
内
部
に
原
因
す
る
§
の
に
非
ず
、
機
関
一
長
は
主

y
夕、
y

に
何
等
の
故
障
な
か

b
し
と
云
ふ
。
機
関
室
以
外
の
所
に
て
は
数
秒
に
渡
る
微
動
を
戚
じ
た
h
J
O

而
し
て
之
は
叉
暗
礁

必
守
に
依
る
も
の
比
非
ず
。

験
震
主
興
味
あ
る
一
ぺ
し
と
思
ひ
て
報
告
せ
b
と
云
ふ
。

(
十
一
月
四
日

横
演
税
関
法
務
部
後
)

角
本
墓
地
震
許
室
ガ
η
ノ
ッ
チ

Y

地
震
計
は
同
時
一
刻
に
何
等
の
地
震
を
も
記
録
せ
宇
。




